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はじめに

平成5年5月27日から6月5日にかけての10日間､フィリピン共和国ミンドロ(Region

4)およびイロコス･ス-ル(Regionl)において､それぞれ､東ミンドロ･ドランガン

濯概地区水源開発計画およびタグディン濯概地区農村総合開発計画の2案件の基礎調査を

行なった｡

今回の調査では当初､東ミンドロ･ナウハン湖周辺農村総合開発計画の発掘を予定して

いたが､当案件は所轄官庁(N IA地方事務所)によれば遠い将来には実現したいとのこ

とで現在そのための資料データの蓄積ははとんどなくプロジェクト形成は困難となった｡

しかしながら､ N I A地方事務所においては現在PXSIP:Philippine甘edium Scale

Irrigation Projectとしてマグ･アサワントゥビック港概地区(14,600ba)
､ドランガン

濯概地区(1,400ha)の2案件を管理しており､当面の問題としてドランガン港概地区

(1,400ba)の水源および施設の老朽化による問題提起があった｡ドランガン漕概地区

は､上述の問題で計画濯概面積の桁小を余儀なくされているとのことであった｡

したがって､今回の東ミンドロの事前調査においては水源開発の視点からドランガン濯

概地区の調査を行なった｡

また､弊社が数年来行なってきたN I A管轄の既存施設を利用した全国レベルの小水力

発電案件発掘調査と平行して単独案件としてタグディン港概地区(イロコス･スール)に

おける小水力発電案件を既存港概施設および農道の改修とともに農村総合開発計画の視点

から調査した｡

調査の実施にあたっては､在フィリピン日本国大使館一等書記官 松田祐吾氏､ NIA

専門家石田､細野両氏､ N I A Project I)evelopment I)epart皿ent EDILBERTO B. PUNZAL

氏､ NIA (Region4)カラパン事務所､ EFEEEN S. ROQDELA氏､ NIA (Regionl)パ

ンガシナン事務所所長､ I)R. ORLANDO BtJLUCEEO, Regional Operation Xanagar LEOI)ENCIO

I. BAEAQUIO両氏等の多大なる協力を得た｡

ここに深甚なる謝意を表する次第です｡

平成5年6月

フィリピン共和国 農業開発事業

プロジェクト･ファインディング

調 査 団 高田 -樹
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1.フィリピン共和国の社会･経済状況

フィリピン共和国の人口は約61百万人で､年平均人口増加率は 2.5%である｡このう

ち､地方農村部の人口は約60%であるが､近年､都市への人口集中が顕著である｡人口

密度は全国平均で195. 7人/kn!である｡

1986年価格による名目国民総生産(GNP)は619.6億ペソであり､中期計画(1986

年-1992年)では､年平均成長率7.6%に目標をおいている. 1986年価格による国民一

人当たりのGNPは11,063ペソである｡一方､ 1972年価格による名目国内総生産(GD

P)は90.9億ペソであり､中期計画では､年平均成長率6.9%に目標をおいている｡農

業部門がGDPに占める割合は中期計画では平均約27.5%を占めている｡

1.1長期計画等上位計画

フィリピン共和国政府は1987-1992年の中期国家開発計画の中で､農業政策として

以下の7大目標を掲げている｡

(1)小農所得の増大

(2)持続的農業生産性の向上

(3)生産要素と生産物の衡平分配の達成

(4)栄養改善のための食料自給の達成

(5)農村労働力､特に土地なし農民および零細漁民に対して､農業を基盤とした雇用

機会の創出

(6)農産物､農用投入資機材､および農業普及等の流通システムの改善

(7)協同組合およびその他の農民組織による農民参加の制度化

具体的な戦略として､中期開発計画では､効率的土地用､作付けの多角化､技術改

善と農用投入資機材の価格の引き下げ､森林および土壌の保全､流通支援､価格の安

定化､農村市場インフラの整備､流通組織の改善､国際市場の動向に合わせた農業政

策等を打ち出している｡

1.2 農業部門の状況

農業はフィリピン共和国経済にとって､最も重要な部門である｡また､農業部門は

全輸出額の60%を占め､国民総生産(GNP)の1/3を獲得し､経済活動人口の約50

%を雇用している｡

フィリピン共和国の耕作地面積は､全国土面積の約40%に当たる1,220万baである｡
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農用地の約28%の340万haは水田として使われている｡既存の藩政面積は約72万haで､

さらに､ 20万haの面積拡大を目指している｡

全作付面積に占める主要作物の割合は､米28%､トウモロコシ29%､バナナ､マン

ゴー､パイナップル等の果実4%､菜豆､コーヒー等7%､ココナツ､サトウキビ､

アバカ､タバコ等の商品作物が32%である｡近年､米は生産増加傾向が見られるが､

トウモロコシは生産が停滞し､タバコや砂糖は減少している｡
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2. 調 査 地 区



2.1ドランガン潅概地区水源開発計画
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2.1ドランガン港概地区水源開発計画(東ミンドロ)

(1)地区概況

ミンドロ島はマニラの南約200knにあり､総面積は約10,200biである.同島は東

(オリエンタル)と西(オキシデンタル)の2つの行政区に分けられており､面積

比はおおよそ4 : 6である｡東(オリエンタル)ミンドロの主要都市カラパンはル

ソンへの玄関口として位置付けられ､ルソン島のバタンガス港との間に1日3-4

便のフェリーが就航している｡マニラまでの所要時間は航路(フェリー) 2時間､

陸路2.5時間の計4.5時間と比較的至近距離にある｡

東ミ･ンドロの全農地は約128,000haでその内訳は､耕作地約58,000ba､多年性作

物約60,000ba､草地8,000ha､その他約2,000haとなっている｡

主生産物は､米､トウモロコシ､バナナ､各種果樹等の農産物で､大部分はマニ

ラおよびその近隣地区に出荷されている｡

近年､マニラおよびその近隣地区は工業化に向けて発展しようとしており､また､

都市のスプロール化現象による人口増加が激しく,都市は年々拡大化の道を辿って

る｡このような大市場を背後に控えた東ミンドロは､将来マニラおよびその周辺地

域への食料供給地としての立地条件を備えており重要な役割を果たすことが期待さ

れている｡

1980年3月28日フィリピン国政府は､生産性向上の維持ならびに農村に於ける

農業を基盤とした雇用機会の創出の一環として中規模港概プロジェクト整備計画

(PXSIP : Philippine Xedium Scale lrrigation Project)を推進した.その建設

費の外貨分総額71百万ドルの借款契約を世界銀行との間で結んだ｡この借款の対

象となった中規模濯概プロジェクトはミンドロ､およびパラワンの両島で総面積

37,800baで東ミンドロにおいては下記のようなプロジェクトの内訳であった｡

マグ･アサワントゥビック港概地区

ボンガボン濯概地区

ドランガン濯概地区

14, 600ba

6, 000ha

1, 400ha

しかしながら､借款契約期限切れの前々年にあたる1984年時点での工事の進捗率

は僅か､ 17%と非常に低いものであった｡この原因として様々な要因が上げられ

ているが､最も大きな原因は内貨の手当てが十分にできなかったことである｡その

後､プロジェクト全体の見直しが行なわれ､マグ･アサワントゥビック濯概地区は

5,300haに縮小され､ボンガボン港概地区の建設は当面計画から省かれることに

なった｡
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ドランガン濯概地区は､約1,400haの水田を港概するため､すでに導水路および

地区内を南北に縦断する2本の幹線線水路が完成(1990年4月)している｡

ドランガン港概地区は､隣接するバコ･ブカヤオ漕概地区(7,300ha内5,000ba

が既港概､一部地下水港概が行なわれている)より漕概水の供給を受ける計画で建

設された｡しかしながら､バコ･ブカヤオ濯概地区よりの給水が十分でなく､実際

にはドランガン澄渡地区へははとんど港概水の手当てがなされていない｡現存して

いる濯概施設ははとんど使われず､雑草が繁殖し劣化が激しい状況である｡した

がって､地域の農家(推定450戸: 3ba/農家)は天水に依存せざろう得ない状況

である｡現地のN I A事務所の技師によると隣接地区よりの水供給は非常に困難と

思われ別途水源手当てを行なうことを計画中である｡

(》

②

③

この原因は､

隣接地区のバコ･プカヤオ濯概地区の水管理がうまくなされていない､

バコ･プカヤオ濯概地区の施設に問題がある､

当初の水源計画に無理があった､

等が考えられる｡

このため､ N IA現地事務所では､既存施設の有効利用を考慮してドランガン藩

政地区に対する新たな水源を考慮中である｡

(2)計画概要

ドランガン濯概地区における水源開発のためには隣接地区のバコ･ブカヤオ港概

地区も含め総合的に水源の見直しをする必要がある｡

ドランガン潅概地区における水源開発の基本構想としては以下の3案が考えら

れる｡

(む

②

@

隣接するバコ･プカヤオ港就地区の水源に依存､

ドランガン港概地区独自の新規水源を開発する(地下水も含め) ､

一部をバコ･プカヤオ港概地区の水源に依存しながら独自の新規水源を開発す

る(地下水も含め)

基礎調査としては以下のものが必要である｡
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@

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

バコ･プカヤオ港概地区の必要水量の定量的評価の調査

ドランガン港概地区の必要水量の定量的評価の調査

バコ･プカヤオ濯概地区の水管理システムの把握の調査

バコ･プカヤオ濯概地区の水源(バコ･プカヤオ川)

ドランガン港概地区の新規可能水源調査

ドランガン港概地区拡大の可能性

両港概地区の既存港概施設調査

両港概地区の地下水利用の可能性の検討調査

両港故地区の社会･経済調査

評価の調査

これらの基礎調査を行ない､上記3実のいずれの基本方針にて水源開発を行なう

かを決定し計画を策定する必要がある｡

ドランガン濯概地区水源開発計画の中には施設の改修およびリバビリテ-ションが

含まれる｡

(3)関係機関の事業遂行能力､持続性等

本件の実施機関はNIAであり､プロジェクトの所在地カラパンにはNIA

(Region4)の事務所がある｡この地方事務所では他の既存港就プロジェクトの維

持管理を行なっており､本件の事業遂行能力には問題がない｡

(4)特に事業の予想されるインパクト

本件は立地条件からみて背後にマニラおよびその周辺の大消費地をかかえており

農産物の流通には問題がない｡したがって､水源確保による安定した米の二期作が

可能となれば小農の収入増加､生産性向上､栄養改善のための食料自給等の達成が

可能となり､地域経済に与える影響は多大である｡

(5)総合所見

1)技術的可能性､社会経済的可能性

本計画は基本的な資料が不足しているため上記の基本構想を十分に検討して最

適案を選定するため基本資料の収集およびそれらの解析を行なうためfollov up

調査の必要がある｡調査は主に水源および開発可能面積である｡
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2)期待する次の段階の計画の概要案

本案件は約700baの既存水田および周辺地区への用水源の開発および既存の施

設復旧改善事業である｡

当初､本計画が約1,400haの規模であったことから新規開発可能面積は700ha程

度と考えられる｡したがって､十分な水源手当てがなされれば､本計画の最大港

就可能面積は約1,400haと見積もられ開発規模としては将来無償資金協力案件と

して考えられる｡

3)現地政府住民の対応､他の国際機関の動向等

過去に世界銀行より融資を受けて中規模港概プロジェクト整備計画(PXSIP:

Philippine Xedium Scale lrrigation Project)の一環として整備が行なわれた

が､ 1987年にフィリピン共和国政府にプロジェクトは移管され､さらに現在は農

民にすべてが引き渡されている｡
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2.2 タグディン港概地区農村総合開発計画





･･･(＼■.･',.':i;･'L･･..,::患:i;グデイン港概地区計画ー般図/L.;.

:芋'ill,.三,{::‾･三■や'･.--､■‾
lL:･･3.･i＋p5_:L･:･･}l･./ll

十㌧.･1.'こI-(∴シp-/ヲ

′..ヶニ､-･,;･:･丁ノ
†■}ヽ･‾､し-

1--_;I,･ナ,,3,･.,

i■: I

--J-1_

こ･.J･

ヽl

･1./J'

/･･rt一一
二■

ヽ･1{･

_1..

し
I.卜

.i

JAJ'

0)

t=

.I.,I./マ･･-/

潔漸準
E,■9A叫叫叩''〒二;.i‡-こ
･/-一ヽ･.I,

I

-て

:･l.ーr..;:-I'?‡･i{.I,,

-■i::'･i7j二∴J∴..::;L:.ーIl‾1'11KT‾･二･,:～..･.
i:pノ･l-pp:■ふ･-E･;

7■Tニノ

I

I:.J･･

Rl▲ÅN､･

サ■,
A6AN･･･,A

I/r

･L:(-I-･ふ‾.

声k,=･..I
て=p!'･._I

I-:セ′'t.;Ll･p鯨.Ii.r.

;.Jこ∴-･～･

ヽl_

･.I..･r.rLLltl

･｢=.,,･･rp!.
L1.,･･,J′

7′

十与･･叫く-∴モ

ち:･･/:-･･LTi･

1ナ

ll

つ.-

lt-..

■1:･･ナL:■き

>p'r.)･}.?.

r-I

7＋[6OSIPHON:CAFl

や!.A･L...,轍･.
･‾■.6＋578§lP.tlONCASl

6十oT'.･t-

･/･L-･[乍･･t･lし･-･”

･i･IL=pヽ∴.

∫

･1,･ILl-L>1-

.l-r.

≠EV'r,L
･l<Ip.

L5'＋FしUM･

･二;.ブ,Lr､-='

{/′I.

.:/!.I

･STAFF6A6Cさ･) ･ノh1･ -Jll

一､ヽ

I

/'･′ここ.-･_.i
rl,

i<.

i.Lj
A,1',

･Y..
tLl

.∴t
JtL7itl

●■.'･⊃ヽp&‾

i

1

ゼ

㌔

一it

享

ど

～

I:1
1･1)-

ptl■

I･i'1L/ -rLl:I

･‾4j＋:孟卓6､FしuM亡APIA-pusム山p･
.･'E/i-

AAATCMO

q'L､3:ロTA6Ub'軌印u･zpNuN.D｡｡Nb:;y._'■317021･sfP110NF'lNJPrN
･･▲STAFf¢AbEメ･8

QUEITn▲6Q8-.:･,1･･こ:L･:i

:3＋392'::1.

p31＋298BECOUES

(,2;i2.061∴'‾;All.
/′‾2＋7乏2-

･'号室N,∴一書構二;:ごoB”.R”=三o”G?･ARA干olて･?てBDY∴l

I,､///也-.チ.E･.常p?BAirごヤでデーp?.:I/I)ら32FしUMEBORONO.:′.-

-1＋43～E)CC
11159/･号■

十-ど-8如I＋Ob5･.-i斗-A-;I;･:･r

/./㌔,詐F?6o4A6E津_.?㍗?ヤo･‾･･.:.,､`11乍､.;,I?'i.ミ了′､.i,ゝ`‾:I.I.I_Iら/-p＋88iL/I,.

'三‾二三･;'‥;i;''g:g＼,;:i,f,AS;;;1;I;;13;;;;i;3;;;7;i;:;-;Eg';Sj!;ggfsiFg3s;:!9;.=69!;ggSFg;!;;;gi,gii;;;;.g;;;;;;;g._:.,;i,;;I;!gg;;;...?s:亡･.書苧き.て…享p妄護………
ニタL'-L▲.rl-:･v･'■二..t-'{:='.:.i;i.j甘

-J･'†い'i･■･ヽ
L､∴.･･'■L■･).I:▲‾-All

.;,:許-■-.::■:･'･T
っ･i

,u昌SSyuTi:諒…!･c_c!/.A:rl;1.1l････l

Å1鵬†療■.E-I:'i:.:?ll■lこ.

,ATTc?蒜謁ヲ.:､巨t!*Tl.9T1,:p主P鱒

,ip.

二,(;.I
''.!･,

:I:･i

e:,.

I.(.

I?y二;
JJ'i

阜L.

::ト

'At二1‾

^■{(
ヽl'lJ

塞′''`-ご㍉.ぎ二:;;.･::;i､'T:野rHE*･･B:-r＋;':'l,,”･･:,,;;;;;i7jif...t}:I:(LL':i,..?;?;i:･iT･,.1.:;'….ご..I

紺帝轟
I;!1.■ご主,p禎
.･'L!

芯7,:LL'.･こIP;
一L.I..

r欝宗;.:il琴野毛墳
ユ‾こ

--＋3十69I･.～--.･/･'.

ll

'Tて:･･.I

l‾...:･･ilEノ‾.≡-【レ;‾･
j.I.:

＼イ･1-31808SI･PHON･■.1･rl･,
ナ1:･､

･!f.辛.･. tor(I.ctTV,!ヾ!うtが.I
.,E■!(I__

11'1J

-/'事▲′L

).

-■ヽJ'

･･･亨1.;

I

JT.:I_

(J,I:
･:i-
:.～

Fii:l･.
､A.I

･':”弼-I-･赫苧丁‾一端掬1.‥′:-Vy･,･＋,,～::i;:幣;■一?･i:.I
tt･1r.･▲/1ごり′＼

AL･亡.f.:.3;

(二･4[･.I. だ駕芦顎;
I:1.A:<:
lT(

‾ノー･/て

′e,･

/.･lt

-i/.

【
ヱ11

J▲･

壬キ'1;iミ･;∴･･.･′■与`･､･†二三=_…'-L:1..:i:-=･1.i.I:一～'.ミ:∴-./●=､･三一ニュ㌧.I.
lil)L‾

▲一1･?七:･L･･.′.I

..,.･･tL:11･亨,”.1.､･:_-.1･r:･.J･T:.1･､::二.1p･,f:;.>i講右薙巌.1招■JJ.



2.2 タグディン港概地区農村総合開発計画(イロコス･スール)

(1)地区概況

タグディンは､イロコス･ス-ル州の南端に位置し､ラ･ウニオン州の州都サ

ン･フエルナンドの北約40kmに位置する｡サン･フエルナンドは港町として栄え､

Regionlの中心地で､近隣地区での漁業､農産物の市場として活気を呈している｡

タグディン濯概地区は､タグディンの北に位置している｡地区の西側は海岸線に

沿って南北に走る国道3号線が境界となっており､東側は南北に走っている山地が

境界となっている｡

タグディン漕概地区は､この国道と南北に走っている山地の間に挟まれた南北に

約13血､東西に約1-3血の細長い地区である｡

濯就地区総面積は約2,700baで､主な農作物は米と煙草である｡ 1993年3月(乾

期)時点における作付け状況は､稲作約890ba､その他約26baで､作付け率は30%

強と極端に低い｡地区の水源はチコ川である｡チコ川は､東側山地を東西に流れ､

途中より南下し､タグディンの南でアンプラヤン川に合流し､シナ海に流出して

いる｡

取水は､チコ川が南下し始めた地点においてトンネルによってなされ､地区の東

端を山腹に沿って南北に走る幹線水路に導水されている｡トンネル出口と幹線水路

間の落差は約12m程ある｡地区の総受益者個数は約2,770戸で､ 43村落がある｡

1990年に起きた大地震によってトンネルに亀裂が入り､その後､応急処理が取ら

れたが完全回復とまでいっていない｡

本地区は国道に沿っており､物資の流通面では比較的有利であるが､地区内の農

道の整備が遅れているため､物資の搬出入に支障を来している｡特に､雨期の資材

の搬出入には､かなりの支障を来しているとのことである｡

(2)計画概要

1990年に起きた大地震によるトンネルの亀裂は､その後､応急処置が取られたが

完全回復とまでいっておらず､取水に支障を来している｡

最近のフィリピン共和国における電力事情は､さらに悪化の傾向を示しており､

地方においても重要な問題となってきている｡タグディン濯概地区においては､ト

ンネル出口と幹線水路間に約12m程の落差があることから､ NIAにおいては､こ

の落差を利用した小水力発電を計画しており､農道の整備とともに農村電化を含め

た農村総合開発を計画している｡
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(3)関係機関の事業遂行能力､持続性等

本件の実施機関はNIAであり､プロジェクトの所在地近傍にはNIA (Region

l)事務所がある｡この地方事務所では､他の既存の港概プロジェクトの維持管理

を行なっており､本件の事業遂行能力には問題ない｡

(4)特に事業の予想されるインパクト

本件は､立地条件から見て背後にサン･フエルナンドの消費地を抱えており､農

産物の流通には問題がない｡したがって､農道の整備による農産物の搬出入の改善､

また農村の電化による生活環境の向上の達成が可能となり､地域農民に与える影響

は多大である｡

(5)総合所見

1)技術的可能性､社会経済的可能性

本計画は､小水力発電と既存施設の改修であるため､技術的には何ら問題がな

いと思われる｡しかしながら､電力の扱いについては行政面での対処が求められ

るため､これらのことについての基本資料の収集およびそのためのfollov up調

査の必要がある｡

2)期待する次の段階の計画の概要案

本案件は約2,700baの既存水田地区の用水源(取水トンネル)の補修､取水地

点の落差を利用した小水力発電による農村電化､および農道の改修を含めた既存

の施設復旧改善事業を中心とした農村総合開発を無償資金協力案件として行なう

ことが期待される｡

-8-



3. 添 付 資 料



3.1調査者略歴

高 田
-

樹

(経 歴)

昭和47年3月

昭和47年4月

(業務歴)

昭和56年12月-10ヶ月

昭和58年1月-1ケ月

昭和58年6月-11ケ月

昭和60年5月-1ケ月

昭和60年6月-21ヶ月

昭和62年8月-7ケ月

昭和63年8月-6ケ月

平成元年12月-3ケ月

平成2年5月-5ケ月

平成4年8月-1ケ月

平成4年9月-4ケ月

平成4年5月-1ケ月

昭和22年10月26日生

東京農工大学農学部農業生産工学科卒業

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

現在第二事業本部 農水事業部 課長

インドネシア国 アチェ河緊急洪水対策事業詳細設計

ケニア国 ケニヤッタ農科大学農場開発調査

コロンビア国 バンプロニータ川流域農業開発計画実施

調査

コスタリカ国

コロンビア国 農業開発事業事前調査

インドネシア国 アチェ河緊急洪水対策事業施工管理

グアテマラ国 モンハス濯概計画実施調査

ドミニカ国
__アグリポ(エルボソ)農業開発実施設計

ホンデュラス国 コヨラルダム港概復旧計画

同 上

フィリピン共和国 農業開発事業事前調査(農業機械化

普及調査)

マエアウイ国 ブワンジェバレー港概計画

フィリピン共和国 農業開発事業事前調査
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3.2 調査日程

5月27日 (木)

5月28日 (金)

5月29日 (土)

5月30日 (目)

5月31日 (月)

6月1日 (火)

6月2日 (水)

6月3日 (木)

6月4日 (金)

6月5日 (土)

東京一マニラ 移動日

マニラーカラパン 移動

カラパンN I A事務所EFEREN S.ROQUELA技師と面談

現地踏査 カラパンーマニラ 移動

資料整理

NIA専門家 石田､細野両氏を表敬

N I A Project Development I)epartment EI)ILBEETO

B. PDNZAL氏を表敬

在フィリピン日本国大使館一等書記官 松田氏を表敬

マニラーカバナツアンーサンホセ 移動 現地踏査

サンホセーオルドネターダグパン 移動

ダグパン-カシンガン 移動

NIA 丘egionl パンガシナン事務所所長I)皮.ORLAND

BDLDCEEO､ Regional Operation Kanager LEODENCIO

I. BARAQUIO両氏を表敬面談

オルドネタ一夕グパン 移動

ダグパン一夕グディン 移動 現地踏査

タグディンーマニラ 移動

マニラ一束京
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